




雑誌名 椙山女学園大学教育学部紀要 = Journal of the



































Learning processes of natural science: A case study of online 

































































































































































































































































































人数 自由研究のテーマ 観点 人数 自由研究のテーマ 観点
 １ ピンホールカメラの不思議 Ｃ 19 黄身返しの卵を作ってみる Ｃ
 ２ 水の温まり方再実験 Ａ 20 捨てられる野菜は食べられないのか Ｃ
 ３ バナナの日焼けについての研究 Ｂ 21 オランダと日本のミニトマトの甘さ比べ Ｃ
 ４ 氷の溶け方は包む布によってどう異なるか Ｂ 22 硬水，軟水の違いによって紅茶の味は変わ
るのか
Ｂ
 ５ のんほいパークのジオラマ作り Ｃ 23 10円玉をピカピカにしよう Ｃ
 ６ 雨粒の大きさを調べよう Ａ 24 葉っぱが水をはじく力 Ｂ
 ７ 炭酸飲料のしくみ Ｃ 25 野菜の水はどこからやってきた Ｂ
 ８ 10円玉をピカピカにしよう Ｃ 26 服の乾き方 Ｂ
 ９ 塩水に野菜は浮くか Ｃ 27 リン酸アンモニウムで結晶作り Ｃ
10 あぶり出し Ｃ 28 アリの昆虫模型 Ｃ
11 野菜を育てよう Ｃ 29 紙の強度 Ｂ
12 虹の出来方 Ｃ 30 野菜で絵の具を作ろう Ｃ
13 水分をよく含んでいる野菜はどれ Ｂ 31 日々の草の観察 Ｃ
14 ペーパークロマトグラフィーの実験 Ｃ 32 雲の研究 Ａ
15 透明な氷をつくろう Ｃ 33 水を一瞬で氷にする過冷却水 Ｃ
16 洗剤が植物に与える影響 Ｂ 34 黒い水を入れたペットボトルが一番温まる Ｂ
17 花を長持ちさせるには Ｃ 35 水の加熱とゆで卵の関係 Ｂ
18 保冷効果の高い持ち運び方 Ｂ
　　　表４．小学校５年生41名が提出した自由研究のテーマ　評価の○印は身近な自然をテーマとしたもの
人数 自由研究のテーマ 評価 人数 自由研究のテーマ 評価
 １ 氷の溶け方の研究 ○ 22 ろうそくの研究 ○
 ２ 紅茶の研究 ○ 23 かみの毛のかわき方の研究 ○
 ３ ものの温まりにくさの研究 ○ 24 洗剤による汚れの落ち方の研究 ○
 ４ あぶり出しの研究 25 布のかわき方の研究 ○
 ５ 土ねんど，紙ねんど，油ねんどの研究 ○ 26 温度のつりあいの研究 ○
 ６ ザリガニの研究 ○ 27 温かさの研究 ○
 ７ 塩水の方がよく浮くかの研究 ○ 28 保温の研究 ○
 ８ よごれの研究 ○ 29 サビの研究 ○
 ９ 赤キャベツの研究 ○ 30 どれだけ水に溶けるのかの研究 ○
10 氷を長持ちさせるには ○ 31 ボールのはずみ方の研究 ○
11 布地によって温かさがどう違うか ○ 32 にんじんのしるの研究 ○
12 部屋の温度調べ ○ 33 部屋の上下と温度の違いの研究 ○
13 家の周りにいる虫の研究 ○ 34 サビの研究 ○
14 部屋の温度調べ ○ 35 石けんと洗剤の汚れの落ち方の研究 ○
15 ふろのわき方の研究 ○ 36 天気と気温の研究 ○
16 どんな色が虫めがねで速く燃えるか ○ 37 いろいろなものの溶け方の研究 ○
17 カビの研究 ○ 38 へやの温度の研究 ○
18 どのお湯がすぐに冷めるかの研究 ○ 39 へやの温度の研究 ○
19 星の動きの研究 ○ 40 ほこりの研究 ○
20 土の中の温度の研究 ○ 41 お湯の冷め方の研究 ○
21 消しゴムの研究 ○
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奥谷和生／理科はこうして学ぶんだ
４．まとめ
　授業の最終日，一連の授業による学生の意識変化を調べるため次のような実態調査
を行った。
⑴　授業を終え理科の授業について意識は変わったか
　変わったという学生は17名で全体の48％であった。一方変わらないと答えた学生
は７名で20％であった。変わったと答えた学生の内，15名の理由は，「理科は暗記科
目と考えていたが，予想を立て実験で確かめ検証することと理解できた」であった。
⑵　理科の授業は好きか
　授業前の調査では理科の授業が好きと答えた学生は20％であったが，授業後は
46％に増加している。このことから問題解決学習を中心とした学習形態は，学生たち
に理科について興味・関心を持たせる上で効果があったと考える。なぜ好きになった
については，「話し合うことが面白い」，「予想して確かめることがワクワクする」，
「理科は暗記ではないことがわかった」などが多くあげられた。
⑶　予想を立て実験方法を考える話し合い活動が好きか
　35人中25人が好きだと答えた。一方楽しくないと答えた学生は見られなかった。
好きだと答えた理由は，「予想については話し合うことで予想に自信がつく」，「グ
ループの団結力が増す」，「いろいろな考えが聞けて面白い」が挙げられた。実験方法
については，「よそのグループにびっくりする方法を発表することが楽しい」，「理科
室だけで実験するものではなく日常の生活用品を使った実験を考えるのが楽しい」な
どが記述された。
⑷　オンラインによる授業の良かった点
　教師が一人一人の意見をよく聞き説明が丁寧でよく分かったという意見が多く聞か
れた（35人中14名）。これは学生が集中して聞いていたことの表れだと考える。
LINEの持つ機能に対して多様な回答が得られた。月と太陽の関係のモデル実験は幼
児が登場する動画にし，それを見せたことは学生にとって印象的であった（７名）。
受講者の大半が幼児教育を志す学生であり，幼児に関心が強いためであると思われ
る。動画を使った問題把握では実際の身近な川（木曽川，庄内川）の流れを取り入れ
たものに関心が高かった（４名）。他にスマートフォンによるアメダスの情報を活用
した天気予報が楽しかったと答えた学生が３名いた。前述したが LINEのトーク機能
を使って予想を立て，実験方法をグループで話し合う学習方法も好評であった。学生
の出席率も従来の対面式の授業に比べ非常に高い傾向が見られた（99.9％）。
⑸　オンライン授業で残念だったこと
　やはり理科室で実験したかったが圧倒的に多かった（35人中22人）。次に多かった
のは，みんなと協力して実験したかった（８人），模擬授業がしたかった（５人），指
導案の書き方を教えて欲しかった（３人）が続く。学生にはこれらのことを指導でき
なかったことを申し訳なく思う。オンラインによる指導では限界がある。オンライン
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の良さを活かしながら本来の理科室等で実験観察を通して理科学習をしていくことが
望ましい。
５．おわりに
　先日学生たちの小学校の教育実習で７人の授業を見る機会があった。理科の授業は
残念ながら見られなかったが，国語，社会，数学，道徳いずれの授業でも「今日は〇
〇について勉強します」という前置きで授業が始まるのには驚いた。子供自らが問題
把握する場面設定や工夫がなされてなかった。これでは主体的学びのスタートを切る
ことは難しく，子供たちは教師の課題に沿って受身的な学習を進めていく感が否めな
かった。来年度はいっそう問題把握を大切にして授業力を高めていく理科指導をここ
ろみたいと思う。併せて教育実習で理科の授業を公開する学生が現れることを願って
いる。
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